
まえがき＝CO2排出量削減のため自動車の燃費改善が強
く求められている。エンジン内の摩擦によるエネルギロ
ス（フリクションロス）は熱損失以外の損失の約 4割を
占め，その中で，動弁系のフリクションロスが 15～50％
を占めると言われている。そのため，動弁系のフリクシ
ョンを低減するこ
発
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　JIS 鋼および当社で開発した弁ばね用鋼の化学成分を
表 1に，各鋼の開発経緯を図 3に示す。当社では，高強
度化を図るため，オイルテンパ線の疲労強度を低下させ
る原因となる表面きずと脱炭層の低減技術や，線材表面
を全長にわたって皮削りする方法 6）などを開発してき
た。1980 年代前半には介在物の評価技術と介在物清浄
化技術 7）を確立し，実用化を図ってきた。本技術を
SAE9254 に適用することにより，弁ばねの疲労強度が向
上した。
　さらに，高強度化に適した成分の倦陾 巐巸桺二YブゲI
年代半ばｎた，SAE9254 に して，攟 強さ 翆圡卋
で ぐ コ゚ ェ 慌後14





の少ない車」への要望が高まっている。弁ばねは，燃費
改善によるCO2排出量の削減およびエンジンの小型化を


